
漢
語
「
悉
皆
」
　
の
系
譜

目
　
次

は
じ
め
に

一
、
上
代
に
お
け
る
達
文
「
悉
皆
」

二
、
平
安
・
鎌
倉
時
代
に
お
け
る

三
、
漢
語
「
悉
皆
」
　
の
登
場

む
す
び

「
皆
悉
」
　
の
出
自

「
悉
皆
」

原

卓
　
　
志

は

　

じ

　

め

　

に

漢
語
「
悉
皆
（
シ
ツ
カ
イ
）
」
は
、
『
文
明
本
節
用
集
』
等
の
節
用
集
や
『
日
葡
辞
書
』
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
中
世
後
半
期
頃
よ
り
盛
ん
に

使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
漢
語
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
読
み
方
を
捨
象
し
て
、
「
悉
皆
」
と
い
う
漢
字
連
続
（
以
下
こ
れ
を
、
達
文
と
呼
ぶ
）

で
見
た
場
合
、
古
く
上
代
に
遡
っ
て
そ
の
達
文
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
更
に
、
「
悉
皆
」
と
と
も
に
類
義
に
用
い
ら
れ
る
「
皆
悉
」
と

い
う
達
文
も
、
古
く
よ
り
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
漢
語
「
悉
皆
」
の
系
譜
に
つ
い
て
考
究
す
る
た
め
に
は
、
上
代
に
遡
っ
て
達

文
「
悉
皆
」
と
の
関
連
、
ま
た
類
義
の
達
文
「
皆
悉
」
と
の
関
連
か
ら
検
討
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

漢
語
「
悉
皆
」
　
の
系
譜
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（1）

こ
の
達
文
「
悉
皆
」
「
皆
悉
」
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
恵
氏
の
詳
細
な
御
研
究
が
あ
り
、
両
達
文
の
意
味
・
用
法
、
出
自
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
、

和
化
漢
文
・
和
文
・
漢
文
訓
読
文
・
和
漢
混
清
文
に
お
け
る
使
用
状
況
を
適
時
的
に
検
証
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
使
用
位
相
が
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
述
べ
る
こ
と
は
、
大
筋
と
し
て
氏
の
御
研
究
に
沿
う
も
の
で
あ
り
、
新
た
に
付
け
加
え
る
よ
う
な
新
知
見
を
提
出

し
ょ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
氏
の
御
研
究
が
和
化
漢
文
・
和
文
・
漢
文
訓
読
文
・
和
漢
混
清
文
と
い
う
各
文
体
に
お
け
る
使
用
位
相
と
、

そ
の
交
渉
に
視
点
を
当
て
た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
こ
こ
で
は
「
悉
皆
」
そ
の
も
の
に
焦
点
を
絞
っ
て
、
達
文
「
悉
皆
」
か
ら
漢
語
「
悉

皆
」
に
至
る
系
譜
を
確
認
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
い
。
以
下
、
上
代
に
お
け
る
達
文
「
悉
皆
」
「
皆
悉
」
の
出
自
に
つ
い
て
、
鈴
木
氏
の
所

説
を
再
吟
味
す
る
と
と
も
に
、
平
安
・
鎌
倉
時
代
に
使
用
さ
れ
る
達
文
「
悉
皆
」
の
使
用
実
態
を
あ
ら
た
め
て
検
討
し
、
中
世
後
半
期
の
漢

語
「
悉
皆
」
登
場
の
背
景
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

次
に
、
本
稿
に
関
連
す
る
鈴
木
氏
の
説
を
御
論
文
の
記
述
の
順
に
ま
と
め
て
掲
げ
る
。

A
．
〔
意
味
に
つ
い
て
〕

「
ミ
ナ
コ
ト
ゴ
ト
ク
」
「
コ
ト
ゴ
ト
ク
ミ
ナ
」
の
差
異
も
微
細
で
あ
っ
て
、
（
中
略
）
そ
の
「
全
部
」
で
あ
る
様
を
、
「
ミ
ナ
」
「
コ
ト

ゴ
ト
」
単
独
よ
り
も
、
一
層
強
調
す
る
意
味
合
い
が
強
い
こ
と
は
指
摘
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

B
．
〔
正
格
漢
文
の
影
響
と
「
悉
皆
」
「
皆
悉
」
　
へ
の
集
約
〕

正
格
漢
文
の
訓
点
資
料
に
あ
っ
て
は
、
「
ミ
ナ
」
「
コ
ト
ゴ
ト
ク
」
　
の
漢
字
表
記
に
、
様
々
な
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
見
ら
れ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
大
略
「
ミ
ナ
コ
ト
ゴ
ト
ク
」
は
「
皆
悉
」
、
「
コ
ト
ゴ
ト
ク
ミ
ナ
」
は
「
悉
皆
」
　
に
集
約
さ
れ
る
と
い
う
結
果
と

な
っ
て
表
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
が
、
か
な
り
熟
合
度
の
高
い
達
文
で
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
（
中
略
）
上
代
資

料
の
使
用
状
況
と
も
一
脈
通
ず
る
こ
の
結
果
は
、
上
代
資
料
が
、
全
体
的
に
は
、
猶
正
格
漢
文
の
影
響
下
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を

示
唆
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

C
．
〔
「
皆
悉
」
「
悉
皆
」
　
の
出
自
〕



「
皆
悉
」
「
悉
皆
」
は
、
共
に
漢
籍
資
料
に
皆
無
で
あ
り
、
又
諸
引
得
を
利
用
し
た
調
査
に
依
っ
て
も
、
祀
記
・
毛
詩
・
周
易
・
孝

経
・
爾
雅
・
周
祀
・
儀
祀
・
尚
書
・
論
語
・
孟
子
・
春
秋
経
伝
・
文
選
・
史
記
・
漢
書
・
後
漢
書
な
ど
、
漢
籍
十
五
資
料
に
全
く

見
当
ら
ず
、
『
傭
文
韻
府
』
に
も
存
し
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
は
、
恐
ら
く
漠
訳
さ
れ
る
際
に
生
じ
、
元
来
仏
書
資
料
を

中
心
に
行
わ
れ
て
来
た
、
言
わ
ば
仏
書
資
料
特
有
の
達
文
で
あ
っ
て
、
我
が
上
代
資
料
に
拾
わ
れ
る
「
皆
悉
」
は
、
直
接
的
に
は
、

こ
れ
よ
り
出
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
　
（
以
下
略
）
。

D
．
〔
「
皆
悉
」
「
悉
皆
」
か
ら
「
皆
悉
」
　
へ
の
淘
汰
〕

「
ミ
ナ
コ
ト
ゴ
ト
ク
」
「
コ
ト
ゴ
ト
ク
ミ
ナ
」
は
、
（
中
略
）
後
者
が
平
安
初
期
の
日
本
霊
異
記
を
最
後
に
全
く
拾
わ
れ
な
く
な
る
の

に
対
し
て
、
前
者
は
、
宇
多
天
皇
御
記
の
（
用
例
略
）
を
除
け
ば
、
上
代
よ
り
始
め
て
院
政
時
代
に
至
る
も
猶
、
達
文
「
皆
悉
」
唯

一
型
に
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
現
象
は
、
院
政
・
鎌
倉
時
代
の
訓
点
資
料
に
依
然
と
し
て
「
コ
ト
ゴ
ト
ク
ミ
ナ
」

が
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
徹
し
て
、
明
ら
か
に
、
和
化
漢
文
に
於
け
る
類
義
の
達
文
「
皆
悉
」
「
悉
皆
」
間
の
消
長
の
問
題
で
あ
っ

て
、
換
言
す
れ
ば
「
悉
皆
」
が
淘
汰
さ
れ
た
こ
と
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

E
．
〔
和
漢
混
清
文
に
お
け
る
「
コ
ト
ゴ
ト
ク
ミ
ナ
」
〕

主
と
し
て
仏
教
色
の
濃
い
資
料
に
、
（
中
略
）
僅
か
な
が
ら
も
拾
わ
れ
る
「
コ
ト
ゴ
ト
ク
ミ
ナ
」
に
関
し
て
は
、
（
中
略
）
和
化
漢
文

で
は
な
く
、
多
分
に
訓
点
資
料
か
ら
の
影
響
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

F
．
〔
「
悉
皆
」
の
系
譜
〕

中
世
後
期
頃
か
ら
拾
わ
れ
始
め
る
「
悉
皆
（
シ
ツ
カ
イ
）
」
も
亦
、
訓
点
資
料
（
或
い
は
和
漢
混
清
文
）
よ
り
出
た
も
の
で
、
恐
ら
く

和
化
漢
文
と
の
系
譜
は
認
め
難
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
以
下
略
）
。

漢
語
「
悉
皆
」
　
の
系
譜
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「
　
上
代
に
お
け
る
達
文
「
悉
皆
」
「
皆
悉
」
　
の
出
自

（2）

上
代
文
献
に
見
ら
れ
る
達
文
「
悉
皆
」
「
皆
悉
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

《
『
寧
楽
遺
文
』
　
の
使
用
例
》

○
今
我
等
天
皇
見
聞
所
行
願
、
昔
此
正
行
願
、
天
下
之
万
姓
風
聞
應
随
テ
行
ス
、
（
元
興
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳
・
天
平
十
九
年
）

○
菩
薩
戒
弟
子
皇
帝
沙
禰
勝
浦
、
稽
首
十
方
三
世
諸
悌
法
僧
、
去
天
平
十
三
年
歳
次
辛
巳
春
二
月
十
四
日
、
朕
発
願
構
、
…
今
以
天
平
勝

賛
五
年
正
月
十
五
日
、
荘
厳
巳
華
、
併
置
塔
中
、
伏
願
前
日
之
志
、
悉
魂
嘲
成
就
、
（
聖
武
天
皇
詔
書
銅
板
）

○
皇
太
子
亮
於
斑
鳩
宮
、
千
時
生
年
柵
九
臭
、
是
時
諸
王
諸
臣
及
天
下
百
姓
長
老
、
圏
矧
如
失
愛
子
、
（
七
代
記
）

○
以
前
、
今
年
秋
節
雨
風
頻
起
、
所
佃
之
田
圏
矧
萎
枯
、
収
穫
之
相
、
堆
有
数
員
、
不
順
其
賓
、
（
越
前
国
使
等
解
・
天
平
宝
字
元
年
）

○
禅
師
調
度
、
金
銀
書
彿
肉
舎
利
玉
典
微
言
香
煙
脛
董
水
瓶
錫
杖
石
鉢
縄
床
松
室
桂
殿
未
傾
未
朽
、
衡
山
道
場
身
魂
安
置
、
今
代
通
俗
暗

仰
蹄
敬
、
（
七
代
記
）

《
『
風
土
記
』
　
の
使
用
例
》

○
大
神
、
化
道
巳
畢
、
心
存
掃
天
、
即
時
、
随
身
器
伎
〔
俗
日
伊
川
乃
〕
、
甲
曳
楯
輿
及
所
執
玉
珪
、
風
聞
脱
履
、
留
置
意
地
、
即
莱
白

雲
、
還
昇
蒼
天
、
（
常
陸
国
風
土
記
・
信
太
郡
）

○
天
皇
勅
、
追
衆
於
此
村
、
剰
蘭
斬
死
、
故
日
臭
江
、
（
播
磨
国
風
土
記
・
賀
毛
郡
）

○
昔
者
、
此
村
有
土
蜘
蛛
、
造
壁
隠
之
、
不
従
皇
命
、
日
本
式
尊
巡
幸
之
日
、
蘭
画
誅
之
、
因
競
小
城
郡
、
（
肥
前
国
風
土
記
・
小
城
郡
）

《
『
日
本
書
紀
』
　
の
使
用
例
》

○
故
以
天
見
屋
命
・
太
玉
命
、
及
諸
部
神
等
、
剰
皆
l
相
授
、
（
神
代
下
）

○
詔
日
、
…
卑
以
、
始
於
今
之
御
寓
天
皇
、
及
臣
連
等
、
所
有
品
部
、
宜
風
樹
罷
、
烏
国
家
民
、
（
大
化
二
年
八
月
十
四
日
）



○
詔
日
、
…
如
此
曹
俗
、
一
皆
悉
断
、
（
大
化
二
年
三
月
二
十
二
日
）

鈴
木
氏
は
御
論
文
中
、
前
掲
B
・
C
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
、
上
代
文
献
に
見
ら
れ
る
達
文
「
悉
皆
」
「
皆
悉
」
は
、
正
格
漢
文
（
中
国
古
典
）

の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
達
文
が
仏
書
資
料
特
有
の
達
文
で
あ
り
、
直
接
的
に
は
仏
書
資
料

よ
り
出
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
た
。
確
か
に
、
古
来
国
語
に
影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
漢
籍
類
に
使
用
例
が
見
ら
れ
ず
、
仏
書
に
使
用

例
が
偏
っ
て
見
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
出
自
を
仏
書
資
料
に
求
め
る
の
は
当
然
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
先
掲
例
の
『
寧
楽
遺
文
』
所
収
「
元

興
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳
」
「
聖
武
天
皇
詔
書
銅
板
」
「
七
代
記
」
の
よ
う
に
、
記
主
や
内
容
か
ら
仏
教
的
な
色
彩
が
認
め
ら
れ
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
達
文
「
悉
皆
」
「
皆
悉
」
の
出
自
を
仏
書
資
料
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
越
前
国
優
等
解
」
や
『
風

土
記
』
『
日
本
書
紀
』
の
例
に
つ
い
て
は
、
記
主
や
内
容
の
上
か
ら
見
た
場
合
、
積
極
的
に
仏
教
的
な
色
彩
が
認
め
ら
れ
る
と
は
言
え
な
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
に
使
用
さ
れ
た
達
文
「
悉
皆
」
「
皆
悉
」
も
一
律
に
仏
書
資
料
を
出
自
と
す
る
と
論
ず
る
に
は
い
さ
さ
か

躊
躇
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

へ
。
J
L

今
、
『
大
漢
和
辞
典
』
を
検
す
る
と
、
「
悉
皆
（
シ
ツ
カ
イ
）
」
の
項
目
に
唐
李
延
寿
の
『
北
史
』
に
お
け
る
用
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
か

ら
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
唐
代
貞
観
年
間
（
七
世
紀
前
半
）
に
は
、
仏
書
以
外
で
も
「
悉
皆
」
が
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
そ
こ
で
次
に
、
唐
代
の
孔
額
達
等
、
漢
籍
に
注
釈
を
施
し
た
人
物
に
「
悉
皆
」
「
皆
悉
」
の
使
用
例
が
な
か
っ
た
か
、
手
許
の
『
十
三
経

（4）

注
疏
』
を
検
索
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

《
『
周
易
注
疏
（
孔
穎
達
疏
）
』
　
の
使
用
例
》

○
正
義
日
、
…
君
子
使
諸
侯
公
卿
之
等
薗
骨
行
之
、
（
巻
一
・
1
1
オ
）

〇
人
道
悪
盈
而
好
謙
、
…
正
義
日
、
…
人
道
悪
盈
而
好
謙
者
、
盈
溢
騎
慢
皆
以
悪
之
、
謙
退
恭
冥
利
皆
l
好
之
、
（
巻
二
・
3
2
オ
）

○
不
寧
方
来
、
…
正
義
日
、
…
不
寧
方
来
者
、
此
是
寧
欒
之
時
、
若
能
興
人
親
比
、
則
不
寧
之
方
、
矧
剰
蹄
乗
、
（
巻
二
・
1
1
オ
）

《
『
尚
書
注
疏
（
孔
穎
達
疏
）
』
　
の
使
用
例
》

漢
語
「
悉
皆
」
の
系
譜
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三
〇

〇
岳
日
、
鼻
哉
、
試
可
乃
巳
、
…
正
義
日
、
…
岳
日
、
帝
若
謂
鰊
烏
不
可
、
徐
人
魂
矧
巳
哉
、
言
不
及
鰊
也
、
（
巻
二
・
2
0
ウ
「
尭
典
」
）

○
率
百
官
若
帝
之
初
、
…
正
義
日
、
…
言
興
舜
受
禅
之
初
、
其
事
薗
矧
同
也
、
（
巻
四
・
1
2
オ
「
大
南
課
」
）

○
正
義
日
、
…
上
帝
翠
其
尊
者
、
謂
諸
神
剰
皆
l
不
事
、
故
博
吉
百
神
以
該
之
、
（
巻
十
一
・
5
ウ
「
泰
誓
上
」
）

○
正
義
日
、
…
汝
若
能
便
彼
天
下
之
民
被
寛
裕
之
政
、
則
我
天
下
之
民
、
無
間
遠
近
者
剋
密
用
乗
蹄
汝
英
、
（
巻
十
五
・
2
1
オ
「
洛
詰
」
）

○
帝
日
次
口
四
岳
、
…
正
義
日
、
…
以
義
和
世
掌
天
地
、
自
首
父
子
相
承
、
不
必
仲
・
叔
之
身
蘭
悉
l
在
也
、
（
巻
二
・
2
2
ウ
「
尭
典
」
）

○
正
義
日
、
…
此
云
作
服
、
推
接
衣
服
所
以
、
経
有
宗
葬
、
及
孔
云
、
族
旗
亦
以
山
龍
華
益
鳥
飾
者
、
但
此
錐
以
服
鵠
主
、
上
既
云
古
人

之
象
、
則
法
象
分
在
器
物
、
蘭
利
明
之
、
非
止
衣
服
而
巳
、
（
巻
五
・
8
ウ
「
益
稜
」
）

《
『
毛
詩
注
疏
（
孔
頼
達
疏
）
』
　
の
使
用
例
》

○
正
義
日
、
…
水
早
風
災
死
喪
疫
病
害
加
草
木
、
狭
及
飛
走
畢
衆
生
長
之
物
、
風
聞
不
得
某
所
、
是
萬
物
失
其
性
也
、
（
巻
十
五
之
∵
1
ウ
）

○
（
正
義
日
）
福
邦
之
内
、
魂
矧
喜
悦
而
相
慶
日
、
（
巻
十
八
之
三
・
1
0
オ
）

○
（
正
義
日
）
…
私
服
公
表
矧
剰
酔
之
由
□
常
自
潔
清
、
以
事
君
子
故
也
、
（
巻
一
之
二
・
4
ウ
）

《
『
祀
記
注
疏
（
孔
穎
達
疏
）
』
　
の
使
用
例
》

○
正
義
日
、
…
欲
使
天
下
之
人
悉
感
謝
明
達
譜
和
、
故
云
明
和
、
（
巻
十
二
・
3
ウ
）

○
（
正
義
日
）
…
物
置
醸
中
、
悉
魂
矧
滞
熟
、
故
云
柔
之
、
（
巻
二
十
八
・
4
オ
）

《
『
春
秋
左
氏
伝
注
疏
（
孔
穎
達
疏
）
　
の
使
用
例
》

○
正
義
日
、
…
其
徐
十
三
年
、
錐
春
有
月
圏
矧
無
王
、
（
巻
六
・
1
オ
）

○
正
義
日
、
…
猶
今
赦
書
大
辟
罪
以
下
風
樹
原
免
也
、
（
巻
九
・
2
1
ウ
）

○
正
義
日
、
…
従
夏
及
秋
、
五
稼
風
聞
不
収
、
（
巻
十
四
・
2
6
オ
）

《
『
春
秋
公
羊
伝
注
疏
（
徐
彦
疏
）
』
　
の
使
用
例
》



○
解
云
、
案
諸
富
本
、
此
博
之
下
悉
皆
無
注
、
（
巻
十
四
・
1
4
ウ
）

『
周
易
』
『
尚
書
』
等
、
右
掲
の
注
釈
を
施
さ
れ
た
漢
籍
本
文
に
は
「
悉
皆
」
「
皆
悉
」
の
達
文
が
見
ら
れ
な
い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
唐

代
の
注
釈
書
に
は
多
く
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
注
釈
書
に
用
い
ら
れ
た
「
悉
皆
」
「
皆
悉
」
が
、
日
本
上
代
文
献
に
使
用
さ
れ
る
達
文

と
し
て
直
接
取
り
入
れ
ら
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
唐
代
に
お
い
て
は
、
仏
書
以
外
の
文
献
に
も
そ
の
使
用
例
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と

は
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
日
本
の
大
宝
律
・
養
老
律
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
、
唐
長
孫
無
忌
の
『
唐
律
疏
議
』

（5）

に
は
次
の
よ
う
な
例
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

《
『
唐
律
疏
議
』
　
の
使
用
例
》

○
徐
皆
勿
論
、
疏
議
日
、
除
反
逆
殺
人
應
死
盗
及
傷
人
之
外
、
圏
簡
不
坐
、
故
云
徐
皆
勿
論
、
（
巻
第
四
・
名
例
）

○
疏
議
日
、
…
但
長
官
判
従
正
法
、
徐
者
剰
矧
免
罪
、
（
巻
第
四
・
名
例
）

○
疏
議
日
、
…
但
是
強
姦
者
、
婦
女
身
魂
無
罪
、
（
巻
第
二
十
六
・
雑
律
上
）

（6）

こ
の
他
に
、
『
韓
昌
黎
文
外
集
下
巻
』
所
収
の
『
順
宗
実
録
』
に
も
、
次
の
よ
う
な
例
が
見
ら
れ
る
。
次
節
に
触
れ
る
が
、
日
本
で
編
纂
さ

れ
た
『
続
日
本
紀
』
以
下
の
五
国
史
に
も
達
文
「
悉
皆
」
「
皆
悉
」
が
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
国
史
の
編
纂
に
際
し
て
、
唐
の
実
録
類
が
参

（7）

考
に
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
多
く
の
先
学
に
よ
っ
て
説
か
れ
て
い
る
。
今
は
、
直
接
に
参
考
に
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
こ
れ
ら
の
実
録
類
を

見
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
『
順
宗
実
録
』
に
お
い
て
「
悉
皆
」
の
使
用
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
『
高
祖
実
録
』
『
太
宗
実
録
』
等
、

日
本
に
お
け
る
国
史
編
纂
に
影
響
を
持
っ
た
実
録
類
に
も
そ
の
使
用
が
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

《
『
順
宗
実
録
』
　
の
使
用
例
》

○
詔
日
、
…
比
年
早
欺
、
先
聖
憂
人
、
特
詔
遠
祖
圏
矧
線
免
、
（
巻
第
〓

今
の
と
こ
ろ
、
唐
代
以
前
の
仏
書
以
外
の
文
献
中
に
「
悉
皆
」
「
皆
悉
」
の
使
用
例
を
確
認
し
得
て
は
い
な
い
。
し
か
し
、
右
に
見
て
き
た

よ
う
に
、
唐
代
初
期
、
特
に
貞
観
年
間
頃
に
「
悉
皆
」
「
皆
悉
」
の
達
文
が
仏
書
以
外
の
文
献
に
も
多
数
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
唐
代

漢
語
「
悉
皆
」
　
の
系
譜
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三

二

以
前
に
も
、
文
献
に
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
も
の
の
、
口
頭
語
の
世
界
に
お
い
て
は
広
く
行
わ
れ
て
い
た
と
想
像
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
「
悉
皆
」
「
皆
悉
」
が
仏
書
資
料
に
多
く
見
出
せ
る
の
は
、
仏
典
漢
訳
の
際
に
、
当
時
の
口
頭
語
的
な
性
格
を
有
す
る
こ
の
達
文
が
翻

（8）

訳
語
と
し
て
採
用
さ
れ
た
た
め
で
あ
っ
て
、
「
堅
固
」
と
同
じ
よ
う
な
性
格
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

中
国
の
仏
書
資
料
に
お
い
て
、
達
文
「
悉
皆
」
「
皆
悉
」
の
使
用
例
は
多
く
、
そ
れ
故
に
国
語
に
対
す
る
影
響
力
は
大
き
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
次
節
に
触
れ
る
が
、
平
安
時
代
以
降
の
文
献
に
使
用
さ
れ
る
「
悉
皆
」
に
は
中
国
仏
書
資
料
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
上

代
に
お
け
る
達
文
「
悉
皆
」
「
皆
悉
」
の
出
自
を
考
え
た
と
き
、
中
国
の
仏
書
資
料
か
ら
の
単
一
出
自
と
す
る
よ
り
も
、
更
に
広
く
と
ら
え
る

方
が
穏
当
で
あ
る
と
考
え
る
。
上
代
の
文
字
表
現
に
は
大
陸
か
ら
の
多
く
の
渡
来
人
が
関
与
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
渡
来
人
が

有
し
て
い
た
「
悉
皆
」
「
皆
悉
」
と
い
う
表
現
が
、
『
風
土
記
』
『
日
本
書
紀
』
等
の
表
現
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
と
考
え
る
の
も
、
あ
な
が
ち
無

理
で
は
な
く
、
む
し
ろ
自
然
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

二
、
平
安
・
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
「
悉
皆
」

鈴
木
氏
が
前
掲
D
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
た
ご
と
く
、
平
安
時
代
に
入
る
と
「
悉
皆
」
の
使
用
例
が
極
端
に
少
な
く
な
り
、
「
皆
悉
」
の
使
用

が
圧
倒
的
と
な
っ
て
く
る
。
氏
は
『
風
土
記
』
『
寧
楽
遺
文
』
『
日
本
霊
異
記
』
『
宇
多
天
皇
御
記
』
『
平
安
遺
文
』
等
の
和
化
漢
文
資
料
の
調

査
を
基
に
述
べ
ら
れ
た
が
、
『
日
本
書
紀
』
以
下
の
六
国
史
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
用
例
数
〈
表
I
〉
を
見
て
も
、
そ
の
変
化
を
指
摘
す
る
こ

（9）

と
が
で
き
る
。

『
日
本
後
紀
』
『
続
日
本
後
紀
』
『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』
三
書
の
用
例
数
が
少
な
く
、
明
確
で
は
な
い
が
、
延
暦
十
六
（
七
九
七
）
年
完
成

の
『
続
日
本
紀
』
ま
で
は
「
悉
皆
」
「
皆
悉
」
（
お
よ
び
「
成
皆
」
「
成
悉
」
）
の
用
例
数
が
ほ
ぼ
同
数
で
あ
る
が
、
延
喜
元
（
九
〇
一
）
年
完
成
の

『
日
本
三
代
実
録
』
に
な
る
と
「
皆
悉
」
の
用
例
数
が
多
く
な
り
、
他
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
更
に
、
貞
観
十
（
八
六
八
）

（10）

年
頃
ま
で
に
成
立
し
て
い
た
と
さ
れ
る
『
令
集
解
』
に
お
い
て
は
、
〈
表
H
〉
の
よ
う
な
数
と
な
っ
て
い
る
。



一一 文 続 日 続 口

垂
‾代 徳

机
日 本

肌
日 本

実 実 本 後 本 書 目名
（占

録
（
録
（
後
紀
紀
（
紀
（

紀

（1＼ノ 1＼ノ 十 空
○

＿

七
九

（八
⊥
四
〇
九
七

】二
〇

成
年

） ）
ハ
九
）
） ） ） ）

1 1 0 1 31 4
悉
皆

2 0 1 0 11 2
威
皆

72 0 5 3 51 3
皆
悉

0 1 0 1 2 1
皆
威

0 0 1 0 51 0
威
悉

0 0 0 0 1 0
皆
志

ま
た
、
『
平
安
遺
文
』
所
収
の
九
世
紀
の
古
文
書
で
は
、
次
の
よ
う
な
使
用
例
が
見
ら
れ
る
。

○
欲
済
有
情
、
儀
一
不
可
、
剋
矧
勒
励
、
乃
抵
群
迷
、
（
平
安
遺
文
八
四
三
二
D
僧
綱
等
上
表
文
・
延
暦
二
十
五
年
）

○
但
最
澄
之
意
趣
、
可
寓
御
書
等
、
依
目
録
、
矧
剰
寓
取
了
、
（
平
安
遺
文
八
四
三
七
六
）
僧
最
澄
書
状
・
弘
仁
四
年
）

〇
三
有
六
途
、
葡
萄
四
恩
、
（
平
安
遺
文
八
四
三
八
七
）
藤
原
葛
野
麻
呂
願
文
・
弘
仁
四
年
）

○
彼
願
文
乃
至
財
帳
等
、
弘
仁
九
年
逢
火
穴
、
皆
l
悉
l
焼
亡
、
（
平
安
遺
文
八
一
七
五
）
康
隆
寺
資
財
交
替
実
録
帳
・
仁
和
三
年
）

○
湯
釜
萱
口
受
二
石
、
今
校
大
破
不
用
、
葡
萄
研
破
、
（
同
右
）

九
世
紀
初
頭
の
延
暦
二
十
五
（
八
〇
六
）
年
に
は
「
悉
皆
」
の
例
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
後
弘
仁
四
（
八
三
一
）
年
以
降
は
「
皆
悉
」
の
使
用

漢
語
「
悉
皆
」
　
の
系
譜
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三
四

例
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
考
え
る
と
、
「
悉
皆
」
「
皆
悉
」
両
者
の
使
用
か
ら
、
「
皆
悉
」
中
心
の
使
用
に
な
っ
た
の
は
、
九
世
紀
前
半

へ
〓
」

と
見
て
良
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
変
化
が
ど
の
よ
う
な
理
由
に
よ
っ
て
生
じ
た
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
筆
者
は
、
論
ず
る
材
料
を
持
た

な
い
。
今
は
、
鈴
木
氏
の
説
を
支
持
し
っ
つ
、
語
構
成
上
の
問
題
・
訓
法
の
変
化
の
問
題
を
含
め
て
更
に
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。

と
こ
ろ
で
、
右
の
よ
う
に
九
世
紀
前
半
に
「
悉
皆
」
の
使
用
が
少
な
く
な
り
、
こ
れ
以
降
「
皆
悉
」
主
用
の
時
代
と
な
る
の
で
あ
る
が
、

「
悉
皆
」
が
平
安
・
鎌
倉
時
代
に
全
く
姿
を
消
す
訳
で
は
な
い
。
僅
か
な
が
ら
も
、
次
掲
の
よ
う
に
古
文
書
や
公
家
日
記
に
も
見
ら
れ
る
の

（12）

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
「
皆
悉
」
主
用
の
時
代
に
見
ら
れ
る
「
悉
皆
」
に
つ
い
て
、
そ
の
使
用
の
背
景
を
検
討
し
て
み
た
い
。

《
古
文
書
の
使
用
例
》

①
其
日
中
時
菩
薩
右
耳
上
化
出
白
光
、
移
時
不
散
、
僧
俗
三
百
来
人
魂
蘭
陪
観
、
（
平
安
遺
文
八
四
五
六
七
）
斎
然
入
瑞
像
五
臓
記
・
寛
和
二
年
）

（
析
カ
）

②
錐
一
粒
半
銭
、
敢
不
私
用
之
、
既
圏
矧
廻
向
恩
祈
、
（
平
安
遺
文
（
補
二
二
ハ
）
金
剛
峯
寺
奏
状
案
・
保
延
二
年
）

③
寄
文
次
第
置
文
等
圏
矧
紛
失
、
（
平
安
遺
文
（
三
三
五
五
）
占
郡
安
光
文
書
紛
失
状
案
・
永
万
元
年
）

④
報
恩
院
者
、
先
師
僧
正
之
菅
跡
、
相
停
年
尚
、
本
尊
・
聖
教
等
相
承
事
、
書
籍
圏
皆
l
所
令
安
置
干
此
院
家
也
、
（
鎌
倉
遺
文
八
八
六
九
二
）

憲
深
附
法
状
・
弘
長
元
年
）

⑤
云
引
載
之
文
章
、
云
副
進
之
具
書
、
悉
風
聞
不
調
也
、
（
鎌
倉
遺
文
八
一
九
三
三
九
）
外
宮
神
主
注
進
状
・
永
仁
五
年
）

《
公
家
日
記
の
使
用
例
》

⑥
源
納
言
博
奉
皇
后
宮
御
給
請
文
、
俸
関
白
奏
覚
、
剰
蘭
書
大
軍
、
（
小
右
記
・
治
安
三
年
正
月
五
日
）

（
石
清
水
カ
）

⑦
修
造
八
幡
□
□
□
宮
事
元
命
令
申
云
、
材
木
風
聞
採
具
、
以
彼
材
木
不
可
充
他
用
、
（
小
右
記
・
長
元
元
年
十
月
十
九
日
）

⑧
行
事
家
司
伊
藤
守
季
長
朝
臣
、
先
立
始
坤
柱
也
、
立
帳
〔
自
両
壁
、
至
東
立
之
〕
引
壁
代
、
鋪
設
雑
具
、
風
樹
醇
億
、
（
玉
葉
・
文
治
六
年

正
月
十
一
日
別
記
）

⑨
行
事
家
司
長
資
先
立
始
坤
柱
也
、
立
帳
、
引
壁
代
、
鋪
設
雑
具
風
聞
弁
償
、
（
玉
薬
・
承
元
三
年
三
月
二
十
三
日
）



右
に
は
、
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
十
三
世
紀
の
間
に
見
出
さ
れ
た
例
を
掲
げ
た
。
こ
れ
ら
の
例
を
見
る
と
、
次
の
三
種
に
分
類
す
る
こ

と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。
先
ず
、
①
②
④
は
い
ず
れ
も
僧
侶
の
手
に
な
る
文
書
で
の
使
用
例
で
あ
る
。
次
に
、
③
⑤
⑦
は
神
社
関
係
の
文
書
・

文
脈
で
使
用
さ
れ
た
例
で
あ
る
。
そ
し
て
、
⑥
⑧
⑨
は
宮
中
の
儀
式
に
関
す
る
文
脈
に
使
用
さ
れ
た
例
で
あ
る
。

僧
侶
の
手
に
な
る
文
書
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
、
前
節
に
触
れ
た
、
中
国
の
仏
書
資
料
に
「
悉
皆
」
「
皆
悉
」
が
多
く
使
用
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
に
深
く
関
係
す
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
古
文
書
・
公
家
日
記
以
外
に
も
『
大
日
本
国
法
華
経
験
記
』
『
続
本
朝
往
生
伝
』
　
の
よ
う
な
仏
教

（13）

色
の
濃
い
文
献
に
「
悉
皆
」
の
使
用
例
が
認
め
ら
れ
る
。

《
大
日
本
国
法
華
経
験
記
》

〇
三
際
中
間
所
修
功
徳
。
不
受
己
身
廻
施
有
識
。
風
聞
得
無
上
菩
提
。
（
巻
上
・
第
三
「
比
叡
山
建
立
伝
教
大
師
」
）

（14）

※
　
〔
本
例
は
仁
忠
の
「
叡
山
大
師
伝
」
（
八
二
五
年
頃
）
　
に
よ
る
。
〕

○
従
閣
王
庁
議
脛
巳
来
。
通
利
前
後
。
圏
矧
憶
持
。
徹
諦
一
部
。
（
巻
上
・
第
二
十
八
「
源
尊
法
師
」
）

○
飯
食
衣
服
家
中
所
作
。
乃
至
田
島
農
業
事
。
風
聞
不
知
。
（
巻
下
・
第
百
二
十
一
「
奈
良
京
女
某
氏
」
）

○
従
其
巳
後
蓬
五
六
日
。
有
数
百
猿
。
風
聞
負
物
来
。
置
沙
門
前
。
（
巻
下
・
第
百
二
十
六
「
越
後
国
乙
寺
猿
」
）

《
続
本
朝
往
生
伝
》

○
左
相
府
三
十
講
。
常
烏
語
義
者
。
諸
宗
章
疏
風
聞
暗
詞
。
（
八
「
覚
運
」
）

こ
れ
ら
は
、
常
に
仏
書
に
触
れ
、
そ
の
内
容
と
と
も
に
使
用
さ
れ
る
言
葉
に
ま
で
習
熟
し
た
人
物
の
文
章
表
現
に
あ
ら
わ
れ
た
も
の
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
「
悉
皆
」
使
用
の
背
景
に
は
、
仏
書
資
料
が
存
在
す
る
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
鈴
木

氏
が
前
掲
E
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
た
こ
と
に
も
通
ず
る
。
ち
な
み
に
、
次
掲
例
や
鈴
木
氏
が
指
摘
さ
れ
た
和
漢
混
清
文
・
訓
点
資
料
の
例
等

か
ら
し
て
、
氏
の
説
か
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
時
代
の
「
悉
皆
」
は
「
コ
ト
ゴ
ト
ク
ミ
ナ
」
と
訓
読
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

○
こ
の
日
他
所
修
の
善
根
を
も
て
、
こ
と
ノ
＼
く
み
な
眞
賓
深
信
の
心
の
中
に
廻
向
し
て
、
（
鎌
倉
遺
文
八
一
四
六
二
）
源
空
法
然
房
書
状
・
元

漢
語
「
悉
皆
」
　
の
系
譜



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

久
元
年
）

神
社
関
係
の
文
書
・
文
脈
に
も
「
悉
皆
」
の
使
用
例
が
見
ら
れ
る
が
、
類
例
が
少
な
く
、
こ
れ
が
何
を
背
景
と
し
た
も
の
な
の
か
は
判
然

と
し
な
い
。
当
時
の
神
社
が
仏
教
の
影
響
を
受
け
て
い
た
か
ら
と
も
解
釈
さ
れ
る
が
、
一
方
で
、
神
祇
に
関
す
る
有
職
や
神
道
の
研
究
に
よ

っ
て
　
『
日
本
書
紀
』
等
上
代
文
献
の
影
響
を
受
け
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
今
後
、
更
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

宮
中
の
儀
式
に
関
係
し
た
文
脈
に
使
用
さ
れ
た
「
悉
皆
」
は
、
『
小
右
記
』
で
は
叙
位
の
儀
式
、
『
玉
葉
』
　
『
玉
薬
』
で
は
入
内
の
儀
式
に
つ

い
て
書
か
れ
た
部
分
に
見
ら
れ
る
。
こ
れ
も
類
例
が
少
な
く
、
は
っ
き
り
と
し
た
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
が
、
『
玉
葉
』
　
『
玉
薬
』
　
の
文
章
が
ほ

（15）

ぼ
同
じ
文
章
で
あ
る
こ
と
に
は
注
意
さ
れ
る
。
宮
中
の
儀
式
作
法
が
、
守
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し
て
厳
格
に
継
承
さ
れ
る
の
と

同
じ
よ
う
に
、
そ
の
様
子
を
描
く
文
章
・
用
語
は
、
宮
中
の
儀
式
作
法
を
後
世
に
伝
達
す
る
た
め
に
、
形
式
化
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

宮
中
の
儀
式
と
は
異
な
る
が
、
文
章
・
用
語
の
形
式
化
と
い
う
面
で
は
、
大
赦
の
詔
に
お
け
る
「
成
皆
」
　
の
使
用
が
注
目
さ
れ
る
。
「
威
皆
」

は
鈴
木
氏
の
訓
点
資
料
に
よ
る
調
査
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
「
悉
皆
」
と
同
じ
く
「
コ
ト
ゴ
ト
ク
ミ
ナ
」
と
読
ま
れ
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

（16）

既
に
、
平
安
時
代
に
は
ほ
と
ん
ど
使
用
例
が
見
ら
れ
な
く
な
る
が
、
特
別
な
文
章
に
は
な
お
平
安
・
鎌
倉
時
代
を
通
し
て
使
用
さ
れ
る
。

○
今
日
昧
爽
以
前
、
大
辟
以
下
罪
無
軽
重
、
巳
費
覚
未
費
覚
、
已
結
正
末
結
正
、
威
瑚
赦
除
、
（
小
右
記
・
長
元
元
年
七
月
二
十
五
日
）

○
詔
、
…
今
日
昧
爽
以
前
、
大
辟
以
下
罪
無
軽
重
、
巳
費
覚
未
費
覚
、
己
結
正
未
結
正
、
威
矧
赦
除
、
（
玉
葉
・
安
元
元
年
九
月
三
日
）

○
詔
、
…
今
日
昧
爽
以
前
、
大
辟
以
下
罪
無
軽
重
、
巳
発
覚
、
末
貴
党
、
巳
結
正
、
末
結
正
、
繋
囚
見
徒
、
私
鋳
銭
、
犯
八
虐
、
強
窮
二

盗
、
常
赦
所
不
免
者
、
威
矧
赦
除
、
（
兵
範
記
・
嘉
応
元
年
六
月
二
十
三
日
）

○
故
詔
書
日
、
可
大
赦
天
下
、
目
安
元
二
年
六
月
十
八
日
申
時
以
前
、
大
辟
以
下
罪
無
軽
重
、
巳
費
費
、
未
登
覚
、
巳
結
正
、
末
結
正
、

緊
囚
見
徒
、
私
鋳
銭
、
犯
八
虐
、
故
殺
謀
殺
、
強
窮
二
盗
、
常
赦
所
不
免
者
、
威
矧
赦
除
之
、
（
吉
記
・
安
元
二
年
六
月
十
八
日
）

○
詔
、
…
今
日
昧
爽
以
前
、
大
辟
以
下
罪
無
軽
重
、
巳
費
党
未
費
覚
、
己
結
正
末
結
正
、
風
聞
赦
除
、
（
園
太
暦
・
貞
和
元
年
十
月
二
十
一
日
）

い
ず
れ
も
大
赦
の
詔
中
の
使
用
例
で
あ
り
、
前
後
の
文
章
も
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
形
式
化
し
た
文
章
の
中
で
は
、
当
時
一
般
に
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（
宝
亀
四
年
正
月
七
日
の
詔
）

自
賛
亀
四
年
正
月
七
日
昧
爽
巳
前
、
大
辟
巳
下
罪
無
軽
重
、
巳
発
覚
、
未
登
党
、
巳
結
正
、
未
結
正
、
繋
囚
見
徒
、
威
矧
赦
除
、

漢
語
「
悉
皆
」
　
の
系
譜
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三
八

は
ほ
と
ん
ど
使
用
さ
れ
な
い
　
「
成
皆
」
も
使
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
宮
中
の
儀
式
に
関
す
る
文
脈
で
使
用
さ
れ
る
「
悉
皆
」
も
、
こ
れ
と
似

た
よ
う
な
背
景
を
有
し
て
い
た
と
考
え
て
良
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

少
し
横
道
に
そ
れ
る
が
、
大
赦
の
詔
に
「
威
皆
」
が
使
用
さ
れ
始
め
る
の
は
、
宝
亀
四
年
正
月
七
日
の
詔
あ
た
り
か
ら
と
思
わ
れ
る
が
、

『
続
日
本
紀
』
に
記
載
さ
れ
た
大
赦
の
詔
を
調
査
す
る
と
、
前
ペ
ー
ジ
の
（
表
m
V
の
よ
う
に
な
り
、
「
威
皆
」
以
前
に
は
「
成
悉
」
が
使
用

さ
れ
て
い
セ
こ
と
が
わ
か
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
「
皆
悉
」
主
用
の
平
安
・
鎌
倉
時
代
に
あ
っ
て
も
、
「
悉
皆
」
　
の
使
用
が
皆
無
と
な
る
こ
と
は
な
く
、
僅
か
な
が
ら
も
使

用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
こ
の
時
代
の
　
「
悉
皆
」
使
用
に
は
そ
の
使
用
者
や
使
用
文
章
・
文
脈
に
特
徴
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
に
特
殊
な
背
景
を
有
し
、
限
定
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

三
、
漢
語
「
悉
皆
」
　
の
登
場

本
節
で
は
、
十
四
世
紀
以
降
に
見
ら
れ
る
「
悉
皆
」
　
の
使
用
例
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
漢
語
「
悉
皆
」
登
場
の
背
景
に
つ
い
て
考

（17）

察
し
て
み
た
い
。
次
に
掲
げ
る
も
の
は
、
古
文
書
・
公
家
日
記
（
庭
記
を
含
む
）
等
の
古
記
録
に
見
ら
れ
る
「
悉
皆
」
　
の
使
用
例
で
あ
る
。

《
古
文
書
の
使
用
例
》

①
裔
玄
而
悌
蘭
留
成
悌
之
埋
、
（
鎌
倉
遺
文
八
二
二
三
七
二
）
昭
慶
門
院
願
文
・
嘉
元
三
年
）

②
吉
鶴
丸
号
帯
醜
聞
之
譲
、
及
如
此
之
封
揚
口
、
（
鎌
倉
遺
文
八
二
六
六
九
一
）
採
掘
時
清
陳
状
・
文
保
二
年
）

③
以
上
四
貫
六
百
丹
九
文
／
此
外
細
々
用
途
五
貫
文
在
之
／
剰
矧
九
貫
六
百
冊
丸
文
、
（
鎌
倉
遺
文
八
二
七
三
五
六
）
越
前
坪
江
下
郷
三
国
湊
年

貢
夫
役
等
注
文
・
元
応
元
年
）

④
親
心
院
井
本
尊
・
聖
教
・
庄
蘭
等
事
、
…
阿
闇
梨
御
房
御
入
室
之
上
者
、
一
瞬
後
魂
簡
附
属
、
更
不
可
有
子
細
候
、
（
鎌
倉
遺
文
八
二
八

一
八
二
）
某
置
文
案
・
元
亨
二
年
）



⑤
去
一
撃
些
一
年
以
歓
喜
寺
井
護
摩
堂
及
寺
領
等
、
悉
皆
令
寄
附
干
橘
樹
寺
畢
、
（
鎌
倉
遺
文
八
三
一
〇
一
六
）
橘
寺
住
持
法
空
等
譲
状
・
元
徳
二

年
）

⑥
大
宮
司
職
以
下
神
領
所
職
等
、
風
聞
領
掌
、
次
第
相
績
、
（
鎌
倉
遺
文
八
三
一
六
六
九
）
肥
前
河
上
社
雑
掌
家
邦
陳
状
写
・
元
徳
四
年
）

⑦
代
々
大
宮
司
、
本
新
神
領
剰
矧
知
行
、
一
囲
進
止
無
論
、
（
同
右
）

⑧
右
、
云
本
領
、
云
新
恩
、
道
寄
領
掌
無
相
違
地
也
、
依
馬
貞
元
嫡
子
、
相
副
本
置
文
、
圏
皆
l
譲
輿
之
軍
、
（
南
北
朝
遺
文
九
州
編
八
五
一
三
）

安
彗
道
寄
譲
状
写
・
建
武
三
年
）

⑨
殿
裏
文
殊
身
髄
埋
堵
輪
光
蓮
華
魂
皆
l
向
前
動
揺
三
遍
、
（
南
北
朝
遺
文
九
州
編
八
二
七
五
〇
）
文
殊
講
私
記
・
貞
和
六
年
）

⑩
祖
父
致
重
跡
々
所
領
、
平
五
郎
重
継
仁
所
譲
与
風
聞
也
、
（
南
北
朝
遺
文
九
州
編
八
三
七
八
八
）
渋
谷
重
勝
譲
状
・
文
和
四
年
）

⑮
但
石
丸
名
ハ
、
剋
皆
l
ゆ
つ
る
あ
ひ
た
、
本
置
文
こ
と
ノ
＼
く
そ
へ
わ
た
す
と
こ
ろ
な
り
、
（
南
北
朝
遺
文
九
州
編
（
五
六
〇
三
）
田
原
正
仙

譲
状
案
・
康
暦
二
年
）

⑫
若
彼
年
貢
於
令
私
用
者
、
請
人
坊
舎
私
領
井
自
身
田
白
田
所
帯
等
、
風
樹
爵
公
方
御
沙
汰
、
（
南
北
朝
遺
文
中
国
四
国
編
八
二
両
九
）
大
法

師
定
真
起
請
文
・
康
永
二
年
）

⑬
右
、
今
年
夏
秦
圏
矧
令
損
亡
之
条
、
国
中
一
同
之
間
、
（
南
北
朝
遺
文
中
国
四
国
編
八
五
六
〇
四
）
上
原
郷
百
姓
等
申
状
案
・
明
徳
五
年
）

《
公
家
日
記
（
巌
記
を
含
む
）
等
の
使
用
例
》

○
地
下
輩
禅
啓
以
下
風
聞
参
。
終
夜
酒
盛
乱
舞
。
（
看
聞
御
記
・
応
永
二
十
八
年
十
二
月
二
十
日
）

○
宮
仕
宮
人
御
供
唐
構
。
同
禰
宜
以
下
魂
簡
相
渡
。
（
満
済
准
后
日
記
・
応
永
二
十
六
年
四
月
二
十
九
日
）

○
春
季
分
剰
埼
屠
宮
中
以
敬
信
之
儀
沙
汰
之
。
（
同
右
・
応
永
三
十
年
二
月
六
日
）

○
蔓
茶
羅
供
御
布
施
皆
料
萬
疋
御
下
行
以
之
風
聞
沙
汰
了
。
（
同
右
・
正
長
元
年
八
月
二
十
三
日
）

○
山
上
如
意
輪
生
供
花
。
自
今
日
始
行
。
件
世
評
最
少
分
事
也
。
夏
衆
各
出
條
不
便
也
。
僻
目
昔
年
加
下
知
致
其
沙
汰
了
。
風
聞
二
百
疋

漢
語
「
悉
皆
」
　
の
系
譜
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云
々
。
乏
々
。
其
外
茶
等
少
々
遣
之
。
（
同
右
・
永
享
二
年
七
月
七
日
）

○
以
前
注
進
冊
徐
ヶ
所
在
所
風
聞
土
軍
一
千
匹
計
欺
云
々
。
（
同
右
・
永
享
二
年
十
月
八
日
）

〇
人
御
以
前
若
公
衣
服
納
御
衣
構
。
以
立
阿
禰
被
送
下
了
。
於
事
驚
目
。
圏
闇
将
軍
被
仰
付
。
（
同
右
・
永
享
三
年
十
二
月
二
十
九
日
）

○
先
向
龍
安
寺
成
喝
食
、
次
向
京
兆
許
云
々
、
令
封
面
、
次
向
慶
光
院
云
々
、
彼
寺
事
安
富
風
聞
奉
行
云
々
、
（
後
法
興
院
記
・
永
正
元
年
四

月
十
日
）

○
宮
蔵
人
方
南
傑
被
兼
行
、
兼
日
昔
日
剰
皆
l
被
奉
行
也
、
（
康
富
記
・
文
安
元
年
正
月
二
十
九
日
）

○
次
故
高
大
史
貞
職
之
後
室
事
、
行
向
之
弔
之
、
俊
職
〔
童
名
梅
松
〕
事
風
樹
奉
憑
之
由
有
返
答
、
（
同
右
・
宝
徳
二
年
六
月
四
日
）

○
去
月
時
分
、
烏
関
東
御
退
治
、
自
武
家
御
旗
被
下
関
東
也
、
上
椙
今
河
桃
井
等
賜
之
、
下
向
也
、
風
聞
御
旗
八
流
也
、
其
内
錦
御
旗
一

流
也
、
（
同
右
・
康
正
元
年
閏
四
月
十
五
日
）

（博）

○
嘗
番
依
故
障
早
参
事
和
語
烏
季
了
、
其
後
相
棒
親
長
、
時
服
閲
如
欺
、
剰
矧
送
之
、
（
建
内
記
・
永
享
十
一
年
六
月
十
二
日
）

○
資
益
舎
弟
廿
二
三
歳
、
普
勒
寺
了
敬
上
人
薦
附
弟
圏
矧
可
扶
持
之
由
講
之
、
（
同
右
・
嘉
吉
元
年
八
月
三
日
）

○
今
日
之
儀
、
風
聞
魚
御
所
御
沙
汰
之
間
、
如
此
、
（
二
水
記
・
大
永
三
年
間
三
月
二
十
七
日
）

前
節
で
述
べ
た
よ
う
な
、
「
悉
皆
」
使
用
の
特
徴
を
右
の
古
文
書
に
求
め
る
と
、
記
主
・
内
容
か
ら
仏
教
的
色
彩
の
濃
い
文
書
に
使
用
さ
れ

た
例
と
し
て
、
①
④
⑤
⑨
⑫
の
五
例
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
神
社
関
係
の
文
書
に
使
用
さ
れ
た
例
と
し
て
、
⑥
⑦
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か

し
、
そ
の
他
の
六
例
は
前
節
で
述
べ
た
よ
う
な
特
徴
を
持
つ
と
は
言
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。
公
家
日
記
等
に
お
い
て
は
、
十
五
世
紀
に
入
っ

て
「
悉
皆
」
の
使
用
例
が
多
く
な
る
。
『
満
済
准
后
日
記
』
の
よ
う
な
僧
侶
の
日
記
に
使
用
例
が
多
い
こ
と
、
ま
た
、
僧
や
寺
院
に
関
連
す
る

場
面
で
の
使
用
例
を
指
摘
で
き
る
が
、
仏
教
的
色
彩
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
例
も
存
在
す
る
。
ま
た
、
宮
中
の
儀
式
に
関
す
る
よ
う
な

形
式
的
な
文
脈
に
使
用
さ
れ
た
も
の
を
指
摘
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
十
三
世
紀
ま
で
の
「
悉
皆
」
使
用
が
特
殊
な
背

景
の
下
で
の
、
限
定
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
と
は
異
な
り
、
十
四
世
紀
以
降
、
「
悉
皆
」
の
使
用
範
囲
が
広
が
り
始
め
た
こ
と
を
示
し
て
い



る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
時
代
の
「
悉
皆
」
が
「
コ
ト
ゴ
ト
ク
ミ
ナ
」
と
訓
読
さ
れ
た
も
の
な
の
か
、
「
シ
ツ
カ
イ
」
と
音
読
さ
れ
た
も
の
な
の
か
と
い
う
問
題

に
つ
い
て
は
、
俄
に
判
断
し
か
ね
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
『
文
明
本
節
用
集
』
『
異
本
本
節
用
集
』
等
の
節
用
集
類
に
は
、
音
読
の
形
で
記
載
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
十
五
世
紀
後
半
に
は
広
く
音
読
形
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
そ
の
音
読
形
が
ど
こ
ま
で
遡
る
の
か
と
い
う
点

に
つ
い
て
は
仮
名
書
き
例
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
年
代
を
特
定
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
管
見
の
及
ん
だ
範
囲
で
の
仮
名
書
き
例
の

（18）

古
例
は
次
の
も
の
で
あ
る
。

○
右
か
の
田
つ
ほ
ハ
、
や
な
き
か
せ
ミ
な
ミ
た
に
、
し
つ
か
い
さ

L
や
う
て
う
田
地
充
文
・
明
徳
三
年
）

い
た
う
に
う
ち
わ
た
す
虚
実
也
、
（
南
北
朝
遺
文
中
国
四
国
編
八
五
四
五
七
）

○
た
ゞ
一
す
じ
に
悌
道
を
ね
が
ふ
と
き
は
、
草
木
国
土
し
っ
か
ひ
じ
や
う
ぷ

つ
と
ぞ
見
え
け
る
。
（
曽
我
物
語
巻
第
十
一
）

『
曽
我
物
語
』
の
例
は
、
仏
書
資
料
の
文
章
を
そ
の
ま
ま
音
読
し
、
引
用
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
同
列
に
扱
う
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
古
文
書
の
例
か
ら
す
れ
ば
、
お
よ
そ
十
四
世
紀
末
に
は
音
読
例
を
指
摘
で
き
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
先
掲
の
用
例
⑥
⑦
で
は
、
「
悉
皆
」

が
四
字
の
対
の
中
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
「
悉
皆
領
掌
、
次
第
相
繚
」
「
悉
皆
知
行
、
一
園
進
止
」
と
い
う
四
字
の
対
の
中
で
、
「
悉

（19）

皆
」
に
対
応
す
る
語
が
「
次
第
（
シ
ダ
イ
）
」
「
一
園
（
イ
チ
エ
ン
）
」
と
音
読
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
か
ら
推
せ
ば
、
「
悉
皆
」
も
音
読
さ
れ
た

可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
十
四
世
紀
前
半
に
音
読
形
が
行
わ
れ
て
い
た
と
見
る
こ
と
も
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
一
般
の
文
章
表
現
の
中
か
ら
ほ
と
ん
ど
姿
を
消
し
、
特
殊
な
背
景
を
有
し
た
文
章
や
文
脈
の
中
で
使
用
さ
れ
る
に
止
ま
っ
て
い
た

「
悉
皆
（
コ
ト
ゴ
ト
ク
ミ
ナ
）
」
が
、
こ
の
時
代
に
な
っ
て
再
び
そ
の
使
用
範
囲
を
広
げ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
平
安
初
期
に
「
悉
皆
（
。
ト
ゴ
ト

ク
ミ
ナ
）
」
が
淘
汰
さ
れ
た
理
由
、
す
な
わ
ち
、
語
構
成
上
の
問
題
・
訓
法
の
変
化
の
問
題
と
関
連
し
た
理
由
が
こ
の
時
代
に
見
ら
れ
る
と
思

わ
れ
る
が
、
特
に
そ
の
よ
う
な
問
題
を
指
摘
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
も
そ
も
、
「
悉
皆
」
が
淘
汰
さ
れ
た
理
由
を
明
確
に
し
得
な
い
ま
ま
、

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
述
べ
る
に
は
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
が
、
十
四
世
紀
に
入
っ
て
「
悉
皆
」
の
使
用
範
囲
が
広
が
り
始
め
た
こ
と
は
、

漢
語
「
悉
皆
」
の
系
譜
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新
形
で
あ
る
音
読
形
「
悉
皆
（
シ
ツ
カ
イ
）
」
が
こ
の
時
期
に
現
れ
、
広
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
て
お
き

た
い
。古
文
書
・
公
家
日
記
（
最
記
を
含
む
）
等
に
使
用
さ
れ
る
「
皆
悉
」
「
悉
皆
」
の
用
例
数
を
、
五
十
年
毎
に
ま
と
め
て
み
た
も
の
が
次
の
（
表

Ⅳ
）
で
あ
る
。
表
中
、
「
古
文
書
」
と
し
た
も
の
は
『
平
安
遺
文
』
『
鎌
倉
遺
文
』
『
南
北
朝
遺
文
』
所
収
の
古
文
書
を
一
括
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
表
Ⅳ
）

111
年899001

505050
代O

l・．

O

l－．

O

l・．

O

l・．

O

l・．

0

－・，
中 巾ふHP春
水 権小左 権小 貞九 宇古 古

皆

右 記記左 記右経 記右 信暦 多文 文
記

45

3

1

記

4

1記

18

記

1

2記

14

公
記

21

天
皇
御
記
1
（皆
轟
）

書

3

書

2

長 古中 古春 古 古 悉

秋 文右 文記 文 文
記

15

書

20

記

25

書

1241

書

8

書

2

35 64 42 5 4 2 計

古
文
書

1

小
右
記

2

古
文
書

1

古
文
書

2 悉

皆

0 2 1 0 0 2 計
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資
料
の
制
約
か
ら
南
北
朝
期
以
降
の
古
文
書
調
査
が
不
十
分
で
あ
る
が
、
こ
の
表
に
よ
れ
ば
、
「
皆
悉
」
の
用
例
数
が
平
安
初
期
か
ら
次
第

に
増
加
し
て
い
き
、
院
政
期
か
ら
鎌
倉
初
期
頃
を
ピ
ー
ク
と
し
て
、
十
三
世
紀
後
半
以
降
減
少
に
転
ず
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
ま
た
、
こ

の
「
皆
悉
」
の
減
少
に
対
し
て
、
「
悉
皆
」
は
十
四
世
紀
か
ら
増
加
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
「
皆
悉
」
の
減
少
と
「
悉
皆
」
の
増
加
と
の
間
に
密

接
な
関
連
を
見
る
の
で
あ
る
。
「
悉
皆
」
「
皆
悉
」
は
「
皆
（
ミ
ナ
）
」
「
悉
（
コ
ト
ゴ
ト
ク
）
」
単
独
の
表
現
に
対
し
て
強
調
の
意
味
合
い
の
強
い

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
鈴
木
氏
が
前
掲
A
の
如
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
強
調
の
意
味
合
い
を
有
す
る
「
皆
悉
」
が
、
院
政
期
か
ら
鎌

倉
初
期
に
か
け
て
多
用
さ
れ
た
こ
と
が
、
か
え
っ
て
「
皆
悉
」
の
強
調
の
意
味
合
い
を
薄
れ
さ
せ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
た
め
に

鎌
倉
中
期
以
降
、
「
皆
悉
」
の
使
用
に
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
り
、
よ
り
強
調
の
意
味
合
い
の
強
い
語
の
登
場
が
待
た
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
「
皆
悉
」
の
事
情
が
、
漢
語
「
悉
皆
」
の
登
場
の
背
景
に
存
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

更
に
、
促
音
が
音
韻
と
し
て
定
着
し
て
い
た
こ
の
時
代
に
、
「
皆
悉
（
カ
イ
シ
ツ
）
」
と
音
読
す
る
の
に
比
し
て
、
「
悉
皆
（
シ
ツ
カ
イ
）
」
と

音
読
す
る
方
が
、
音
の
印
象
と
し
て
強
く
は
た
ら
い
た
こ
と
も
背
景
の
；
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
こ
の
こ
と
は
、
仏
書
資
料
の
音
読

と
も
深
い
関
係
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
仏
書
の
音
読
の
実
態
と
、
音
読
さ
れ
た
仏
書
中
の
語
・
句
や
文
章
が
、
当
時
の
文
章
表
現
に
ど

の
よ
う
に
享
受
さ
れ
て
い
た
の
か
、
解
明
さ
れ
る
べ
き
大
き
な
問
題
を
残
し
て
は
い
る
が
、
『
曽
我
物
語
』
の
例
に
見
る
よ
う
に
、
音
読
さ
れ

た
仏
書
中
の
語
・
句
や
文
章
が
引
用
さ
れ
る
こ
と
が
広
く
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
が
音
読
形
「
悉
皆
（
シ
ツ
カ
イ
）
」
の
行
わ
れ
る
背

景
の
一
つ
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

む
　
す
　
び

本
稿
で
は
、
鈴
木
恵
氏
の
御
論
に
導
か
れ
て
、
漢
語
「
悉
皆
」
の
系
譜
に
つ
い
て
検
討
を
試
み
た
。
上
代
の
達
文
「
悉
皆
」
「
皆
悉
」
の
出

自
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
私
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
た
。
日
本
で
使
用
さ
れ
る
漢
語
・
達
文
に
つ
い
て
、
そ
の
出
自
を
検
討
す
る
際
に
は
、

調
査
す
べ
き
中
国
古
典
の
種
類
・
範
囲
に
相
当
の
注
意
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
十
分
な
資
料
に
対
す
る
、
周
到
な
調
査
が
で
き
た
と



は
思
え
な
い
が
、
今
後
も
慎
重
に
考
察
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。
ま
た
、
平
安
・
鎌
倉
時
代
の
「
悉
皆
」
の
使
用
に
お
け
る
特
徴
を
考
察
し

た
が
、
そ
の
中
で
見
え
た
神
社
関
係
文
書
に
お
け
る
使
用
と
、
宮
中
の
儀
式
に
関
す
る
形
式
的
な
文
脈
に
お
け
る
使
用
に
つ
い
て
は
、
更
に

類
例
を
収
集
し
て
、
そ
の
内
実
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
更
に
、
漢
語
「
悉
皆
」
の
登
場
の
背
景
を
考
え
た
際
に
も
、
仏
書
の

音
読
の
実
態
と
、
音
読
さ
れ
た
仏
書
中
の
語
・
句
・
文
章
の
享
受
の
問
題
等
、
残
し
て
き
た
課
題
は
多
い
。

漢
語
「
悉
皆
」
を
取
り
上
げ
た
本
稿
で
は
あ
る
が
、
肝
心
の
漢
語
「
悉
皆
」
に
つ
い
て
の
意
味
・
用
法
の
検
討
に
は
触
れ
ら
れ
ず
に
終
わ

っ
た
こ
と
が
反
省
さ
れ
る
。
達
文
「
悉
皆
」
「
皆
悉
」
の
意
味
の
面
で
の
検
討
を
含
め
て
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

最
後
に
、
鈴
木
氏
の
学
恩
に
対
し
、
心
よ
り
感
謝
し
て
本
稿
の
む
す
び
と
す
る
。

注
（
1
）
　
「
和
化
漢
文
の
達
文
「
皆
悉
（
ミ
ナ
コ
ト
ゴ
ト
ク
）
」
に
つ
い
て
」
（
新
潟
大
学
教
育
学
部
紀
要
第
三
十
巻
第
毒
　
人
文
・
社
会
科
学
編
、
昭
和

六
十
三
年
十
月
）
。

（
2
）
　
鈴
木
氏
注
（
1
）
文
献
に
引
用
の
用
例
と
重
複
す
る
も
の
も
敢
え
て
掲
げ
た
。
な
お
、
『
日
本
書
紀
』
の
例
は
鈴
木
氏
の
引
用
さ
れ
な
い
も
の
で
あ

る
。
引
用
の
本
文
は
、
『
寧
楽
遺
文
』
（
東
京
堂
出
版
、
昭
和
五
十
二
年
）
、
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
『
風
土
記
』
（
昭
和
五
十
一
年
）
、
同
『
日
本

書
紀
上
・
下
』
　
（
昭
和
五
十
三
年
）
を
用
い
た
。

（
3
）
　
『
北
史
』
楊
大
限
博
「
悉
皆
知
識
、
令
作
露
布
。
」
の
例
を
引
用
す
る
。
鈴
木
氏
注
（
1
）
文
献
で
も
こ
の
例
に
つ
い
て
触
れ
て
い
ら
れ
る
が
、
氏

（4（5（6（7（8

は
例
外
と
し
て
処
理
さ
れ
た
。

検
索
し
、
用
例
を
引
用
し
た
本
文
は
『
宋
本
十
三
経
注
疏
』
（
中
文
出
版
社
）
に
よ
る
。

用
例
を
引
用
し
た
本
文
は
『
唐
律
疏
議
』
（
中
文
出
版
社
、
一
九
八
二
年
）
に
よ
る
。

用
例
を
引
用
し
た
本
文
は
『
韓
昌
黎
文
集
校
注
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
六
年
）
に
よ
る
。

笹
山
晴
生
「
続
日
本
紀
と
古
代
の
史
書
」
（
岩
波
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
続
日
本
紀
一
』
、
平
成
元
年
）
に
詳
し
い
。

拙
稿
「
「
堅
固
」
「
至
極
」
の
出
自
と
性
格
」
（
鎌
倉
時
代
語
研
究
第
十
八
韓
、
平
成
七
年
八
月
）
を
参
輿

漢
語
「
悉
皆
」
の
系
譜

四
五
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（
9
）
　
用
例
の
検
索
は
ー
度
だ
け
の
調
査
に
よ
る
。
検
索
に
使
用
し
た
本
文
は
『
日
本
書
紀
』
注
（
2
）
文
献
、
『
続
日
本
紀
』
以
下
は
『
新
訂
増
補
国
史

大
系
』
　
（
吉
川
弘
文
館
）
　
に
よ
っ
た
。

（
1
0
）
　
用
例
の
検
索
に
使
用
し
た
本
文
は
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
（
吉
川
弘
文
館
）
に
よ
っ
た
。

（
1
1
）
　
鈴
木
氏
は
注
（
1
）
論
文
で
、
「
皆
悉
」
が
一
種
固
有
の
達
文
と
し
て
和
化
漢
文
に
定
着
す
る
の
は
平
安
初
期
末
葉
、
仁
和
年
間
で
あ
ろ
う
と
さ
れ

た
。
し
か
し
、
こ
れ
よ
り
や
や
早
く
、
平
安
初
期
前
半
に
は
「
皆
悉
」
主
用
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
2
　
用
例
を
引
用
し
た
本
文
は
、
『
大
日
本
古
記
録
・
小
右
記
』
（
岩
波
書
店
）
、
『
玉
葉
』
（
名
著
刊
行
会
）
、
『
玉
薬
』
（
今
川
文
雄
校
訂
・
思
文
閣
出
版
）

に
よ
っ
た
。

（
1
3
）
　
用
例
を
引
用
し
た
本
文
は
、
い
ず
れ
も
岩
波
日
本
思
想
大
系
『
往
生
伝
　
法
華
験
記
』
に
よ
る
。

（
1
4
）
　
続
群
書
類
従
（
第
八
輯
）
所
収
の
『
叡
山
大
師
伝
』
で
は
「
三
際
中
間
。
所
修
功
徳
。
猫
不
受
己
身
。
普
廻
施
有
識
。
悉
皆
令
得
無
上
菩
提
。
」

と
あ
る
。

（
1
5
）
　
『
玉
葉
』
文
治
六
年
正
月
十
一
日
の
条
で
は
、
「
所
々
鋪
設
装
束
等
、
皆
悉
耕
備
之
間
」
と
な
っ
て
お
り
、
別
記
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
は

更
に
考
究
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

（
1
6
）
　
用
例
を
引
用
し
た
本
文
は
、
『
兵
範
記
』
『
書
記
』
を
『
増
補
史
料
大
成
』
（
塩
川
書
店
）
、
『
園
太
暦
』
を
続
群
書
類
従
完
成
会
刊
の
本
文
に
よ
っ

た
。

（
1
7
）
　
用
例
を
引
用
し
た
本
文
は
、
『
看
聞
御
記
』
『
満
済
准
后
日
記
』
を
『
続
群
書
類
従
』
、
『
後
法
興
院
記
』
を
『
増
補
続
史
料
大
成
』
（
臨
川
書
店
）
、

『
康
富
記
』
を
『
増
補
史
料
大
成
』
（
臨
川
書
店
）
、
『
建
内
記
』
『
二
水
記
』
を
『
大
日
本
古
記
録
』
所
収
本
文
に
よ
っ
た
。

（
1
8
）
　
『
曽
我
物
語
』
引
用
の
本
文
は
、
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
本
を
用
い
た
。

（
1
9
）
　
古
辞
書
の
中
で
は
、
「
次
第
（
シ
ダ
イ
）
」
は
『
色
葉
芋
類
抄
』
『
文
明
本
節
用
集
』
等
に
記
載
さ
れ
、
「
一
園
（
イ
チ
エ
ン
）
」
は
『
伊
京
集
』
『
明

応
本
節
用
集
』
等
に
記
載
さ
れ
る
。

〔
付
記
〕
　
本
稿
は
、
平
成
八
年
度
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
夏
期
研
究
集
会
（
平
成
八
年
八
月
十
二
日
、
於
比
治
山
大
学
）
に
お
け
る
口
頭
発
表
を
も
と
に
ま

と
め
た
も
の
で
あ
る
。
席
上
、
ま
た
そ
の
他
の
機
会
に
、
小
林
芳
規
先
生
・
沼
本
克
明
氏
・
鈴
木
恵
氏
・
佐
々
木
勇
氏
に
有
益
な
御
意
見
を
賜
っ
た
。

こ
こ
に
記
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
。




